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僕は今日、ママとお風呂へ入ったんだ。 
 
いつものことだ。 
 
僕はママとお風呂へ入るのが大好きなんだ。 
 
だけど、だけどね・・・・。 
 
いつものお風呂とは何だかとっても違ってて・・・・・。 
 
・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
「リョウくぅん・・・・ママ、ちょっとお願いがあるの・・」 
僕の頭は白い泡でいっぱい。いつもママと一緒に入っている、水色のタイ

ルの床のお風呂場の中だ。 
「えぇ？？どうしたのママ？」 
「あのね・・・・今夜はリョウ君がママの頭を洗ってほしいの・・・」 
ママはいつも、僕の頭を洗ってくれることはあってもシャンプーは自分で

している。もちろん最近は恥ずかしいから体の洗いっこだってしてないよ。 
それだけに何だか変なことを言うママだなぁって・・・不思議に思いなが

ら、シャンプーのポンプをシュコシュコして白い液体を出した。 
そしてそのままママの髪に塗り、首をかしげながらちゃんと丁寧に洗って

あげたんだ。 
 
「気持ちいわよぉ、ありがと、リョウくん・・・」 
「うん。だけどどうして？？ママ、どうして今夜は僕に頭を洗ってもらう

ことにしたの？」 
「あぁ、それはね・・・・」 
ママが少し恥ずかしそうに言った。 
「毛がね・・・お毛毛がね・・・・ママ、そこだけになっちゃったから・・・」 
「えっ！！？？」 
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目を真ん丸にしてママを見つめる僕。 
「今、全身で一ヶ所しかないの、ママの毛・・・・髪の毛のことよ。だか

らかなぁ・・・自分だけで洗うのが何だか寂しくなっちゃったみたい」 
ママは更に恥ずかしそうに顔を赤くして、低くて小さなプラスチックのバ

スチェアに座った足をパカァッと広げた・・・。 
 
 
 
 

体験版はここまでです。 

もし気に入っていただけましたら、 

続きを製品版でお楽しみいただけると幸いです。 


